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室駆出率，左房径は，両薬剤内服後で差は認めなかった．   
【結論】アムロジピンと比較し，アゼルニジピンが降圧効果に伴う交感神経活動亢進がみられないことを，筋交感
神経活動測定にて明らかにした．また，この反応性は両薬剤の圧受容器感受性への影響の違い，または心機能への
影響への違いから生じるものではなくアゼルニジピンの中枢における交感神経抑制作用があることが考えられた．
これらのことは，高血圧を合併した心不全や虚血性心疾患にアゼルニジピンによる加療が有用である可能性が示唆
される． 
 
